
貧困ジャーナリズム大賞2022　受賞作品＆選評（全１４作品）
2023年1月24日、貧困ジャーナリズム大賞2022の授賞式（反貧困ネットワーク主催）があり、大賞を含む、全14の受賞作品が
発表されました。

貧困ジャーナリズム大賞は、「貧困」に関する報道の分野でめざましい活躍をみせ、世間の理解を促すことに貢献したジャーナリストたち
を顕彰するものです。日本社会が抱える貧困の問題において、隠されていた真実を白日の下にさらしたスクープ報道、綿密な取材で社会構
造の欠陥や政策の不備を訴えた調査報道、地道な努力で問題を訴え続けた継続報道などが対象です。取材される側である当事者や専門家の
側から見た報道の評価を年に1度、社会に示すものです。今回は第15回目となり、2021年7月～2022年10月までに発表された
報道活動が対象です。

審査員：河添誠／白石孝／竹信三恵子／水島宏明／（反貧困ネットワークPT）猪股正／大塚恵美子／那須淑夫

【関連報道】
　毎日新
聞：https://mainichi.jp/articles/20230125/k00/00m/040/016000c
　朝日新
聞：https://digital.asahi.com/articles/ASR1S6F2XR1SUTFL00D.html

【貧困ジャーナリズム大賞】

松尾良　向畑泰司　田中裕之　山田奈緒（毎日新聞取材班）
ヤングケアラーをめぐる新聞連載と本の出版活動に対して
近年注目を集めている「若者による介護」の実態に、当事者への丹念な取材の積み重ねで迫っている。質的なアプローチだけでなく、ケア
に関わる若者の量的な実態についても、既存の国の統計を生かしてつきとめようとするなど、多角的に現場に肉薄し、そうした報道による
世論の喚起が国の調査の背中も押した。介護制度の貧困が若い世代への介護の重圧を生み出し、それが学業や将来設計にまで影響を及ぼし
て、次世代の貧困へと連鎖していく状況が描き出され、同時に、それらを単なる「観察対象」とするのでなく、取材者自らも問題の渦中に
あるものとして描いていく手法は、介護を通じた貧困がもはや他人事でないことを、私たちに教えてくれる。
＊毎日新聞・ヤングケアラーのWEBページ

【貧困ジャーナリズム賞】（順不同）

風間直樹　井艸恵美　辻麻梨子（週刊東洋経済取材班）

https://saitamasogo.jp/archives/90234
https://hanhinkonnetwork.org/
https://www.kwpk.net/about
https://webronza.asahi.com/authors/2010052600025.html
https://dept.sophia.ac.jp/human/journalism/teacher/mizushima
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://mainichi.jp/articles/20230125/k00/00m/040/016000c
https://digital.asahi.com/articles/ASR1S6F2XR1SUTFL00D.html
https://mainichibooks.com/books/essay/post-533.html
https://mainichi.jp/youngcarers/


「ルポ・収容所列島　ニッポンの精神医療を問う」
日本の精神病医療は、精神科病棟に長期入院させることが常態化しており、その問題は多く指摘されているところである。本作は、その実
態をさらに深く追ったもので、衝撃的な事実が次々に叙述されている。拉致・監禁まがいの精神科移送、死にまで至る身体拘束、医療とし
て必要かどうかもわからない薬漬けなどなど。さらに驚いたのは、それが精神科病院だけではなく、児童養護施設などでも薬物が子供に使
われている事実が明らかにされていることだった。こうしたことが世界標準から見てどうなのかという点からも考察されており、貧困ジャー
ナリズム賞にふさわしいと評価した。　

池尾伸一（東京新聞）
家事労働者過労死事件をめぐる一連の報道に対して
住み込みによる家事代行・介護労働で過労死した家事労働者の女性の遺族が、国の労災不支給決定の取り消しを求めて提起した訴訟をめぐ
り、原告敗訴の1審判決の問題点を1面と他の関連記事で報じ、多角的な検証を展開した。加えて、厚労相との記者会見を通じ、国の住み
込み家事労働者に対する実態調査の約束も引き出した。これら一連の報道活動は、個人家庭と契約する「家事使用人」を労働者保護の外に
置く労基法116条2項の不当性を広く知らせ、また、こうした労働形態を通じて行われる家庭内での介護労働の危険性も明るみ出すこと
で、女性労働の脆弱さが女性の貧困を生み出している現状に警鐘を鳴らした。
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山下葉月　加藤健太（東京新聞）
生活保護の『扶養照会』都内28市区　実施率格差をめぐる報道
記者が支援活動を長期取材して問題のありかを見定めたからこそ実現した調査報道だろう。生活保護の「扶養義務」照会作業について都内
の区や市の実施状況を調査し、自治体間に大きな格差があることを突きとめた。扶養照会をした場合でも困窮者本人への金銭援助につなが
る率はごくわずかで、扶養照会という手続きが形骸化している実態を明るみに出した。厚労省がＤＶなど「扶養照会が不要なケース」を通
知に明記しても自治体の対応は恣意的で一律に親族に通知する対応があるなど、「扶養照会」が生活保護の利用者にとって大きな壁になっ
ている現状を浮かび上がらせた。生活保護の「水際作戦」と闘い続ける支援団体からも高く評価された。

永田豊隆
書籍「妻はサバイバー」
貧困問題の優れた取材記事で知られる朝日新聞記者の著者と精神疾患を抱える妻。夫婦２人の２０年近くに及ぶ凄絶なルポ。妻の過食と嘔
吐の繰り返し、過食の食材費で圧迫される家計、膨らむ借金。妻の感情爆発、精神病院への入退院、大量服薬、リストカット、アルコール
依存、認知症の発症…。終わりなく続く介護で、著者の生活は一変し、仕事との両立に苦しみ、妻の回復を切望しつつ、時に、妻との決別
をも思う自分との葛藤など、ありのままに語られる事実に圧倒される。
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虐待被害者の心のケアの問題、精神障害者の介護を担う家族の孤立や絶望の深さ、その背景にある社会の無理解・無関心・差別・偏見、封
じられる当事者の声、それらを助長してきた国の政策の問題など、これらを可視化して社会に提起した意義は極めて大きく、ケアの脱家族
化・社会化の必要を痛感する。

「私みたいに苦しむ人を減らしたい」と願う妻と卓越したジャーナリストである著者が、共に苦難を生き抜いてきたからこそ生まれた類い
希なるルポであり、深く敬意を表したい。

末並俊司
書籍「マイホーム山谷」
2002年、東京山谷に夫婦二人三脚で21室のホスピスを立ち上げた山本雅基氏の栄光と挫折の物語。「かつて福祉が必要な人たちに手
を差し伸べていた山本雅基さんは、差し伸べられた手を握る側になった。挫折だらけのその半生を見ていく過程は、私の中に芽生えた興味、
つまり山谷に自然発生的に現れた福祉の仕組みを探る過程でもあった  」。本書を記すため10年間年末の炊き出しに通い、週末の3か月
間ホスピスでボランティア、別れた妻を探すため1か月間を費やす。著者の真摯な姿勢に更なる活躍を期待したい。

岩井信行　大西咲　細野真孝ほか取材班
NHK『NHKスペシャル』「ヤングケアラー　SOSなき若者の叫び」
ヤングケアラーと呼ばれる子どもや若者の生活を映像で見せる衝撃のドキュメンタリー。家族の介護などに追われることで学校での友人づ
くりも難しい。自分がヤングケアラーだという認識もなく、誰にも相談できない状況。現在ヤングケアラーの子どもだけでなくかつてヤン
グケアラーだった男性も登場する。介護や家事労働などに追われて学校での勉強や進路など多くのことを犠牲にして、「機会を奪われてい
る」実態がよくわかった。映像メディアで取り扱うには障壁が多かったと想像するが、それだけに訴求力が高く、自分ごととして考えさせ
る報道になっている点を高く評価したい。

菅原竜太　村瀬史憲（名古屋テレビ）
名古屋テレビ　『テレメンタリー』「働いた。闘った。」
1986年に施行された男女雇用機会均等法ができる前、女性は職場で「差別」される存在だった。正社員として雇用されていても男性社
員を支える補助的な存在としてしか認めてもらえない。男性と同じ仕事をしても賃金は３分の1程度。結婚や妊娠すると突然、女性だけ早
期退職を迫られる。東海地方の物流会社で能力を認められて働き続けた女性の半生をドキュメンタリーとして綴った。本人が証言する通り、
「働いた」ということが文字通り「闘った」につながっていた時代の貴重な記録だ。ジェンダーギャップ指数が156か国中120位で解
決すべき問題が残る日本。現在地点を歴史的に照射したテレビ報道の価値は高い。

渋井哲也
書籍「ルポ自殺　生きづらさの先にあるのか」
自殺者は、当事者が死んでしまっているため、「なぜ死にたいと思ったのか」ということを本人から取材することが不可能である。このこ
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とが、自殺についての取材の大きな障害となる。本著は、「生きづらさ」を抱えた人たちへの多数の取材を積み上げており、結果として、
そのなかから自死する人が出てきてしまうため、結果として多くの自殺者（自殺前の）から話を聞いている。多種多様な自殺の現実と背景
とをていねいに叙述している本著は、日本社会の解決すべき課題を突き付けてもいる。貧困と自殺との関連について、さらに深めた議論も、
この先に展開されていくのだろうと期待しながら読んだ。

大間千奈美　石田望（NHK）
NHK『Dear にっぽん』「HOME　もうひとつの“家族”」
欧米であれば「難民」として認定されるようなケースでも在留資格を認められず「不法滞在」とされる外国人が多い日本。“仮放免”とい
う名称で、働くことも許されず、行動範囲も制限されて、突然施設に強制収容されたり、本国に強制送還されたりする外国人も少なくない。
自分の年金収入と寄付金から、そうした人たちに住まいを提供する眞野明美さん（68）の生き方を追った番組。名古屋入管に収容されて
体調不良を訴えながら亡くなったスリランカ人ウィシュマさんとも事前に面会した眞野さんがその死を胸に刻み、自らも病気と闘いながら
も身寄りのない外国人に徹底して寄り添っている。私たち日本人が何をすべきなのかを静かに問いかけてくる。

【貧困ジャーナリズム特別賞】（順不同）

川和田恵真
映画「マイスモールランド」
この映画は、現在の日本の入管制度や在日外国人の置かれた状況についての問題を正面から描いている。この映画は、幼少時から日本で暮
らすクルド人高校生を主人公とすることで、普通の高校生のアルバイトすらできなくなること、日本国内での移動も制限されることなどの
理不尽さを多くの観客にわかりやすく伝えることに成功している。外国人が医療や就労から排除されることによって、深刻な貧困状態がつ
くりだされており、それは日本社会の深刻な汚点である。それをドラマとして映像化し、劇映画として成功させたことは特筆すべきである。
すでに多くの賞を受賞している本作であるが、貧困問題を描いた作品としても貧困ジャーナリズム大賞の特別賞にふさわしい。評者は、深
い共感の涙とともに鑑賞したことも付記したい。

櫻木みわ
書籍「コークスが燃えている」
別れた恋人との再会、思いがけぬ妊娠に出産を決意するひの子。雇止めも間近な非正規雇用の身とコロナ禍の都会で孤立を深める日々に、
授かった命の手ごたえに生きていく肯定感が芽生える。恋人との微妙な温度差や距離感が、女たちのつながりを生み、伸ばした手に励まし
や勇気が伝わってくる。ひとりではない。時間と場所を越えた遠く筑豊の女坑夫たちが労苦の中で紡ぎ合ってきた他者とともに生きること
の意味が連綿と受け継がれていく。新たな命は得られなかったが、つながった女たちの連帯の中で、ひの子の内なるコークスは熾きはじめ
る。孤立と貧困の社会の実相の中から、女たちのつながりが希望の焔をもたらす秀作に感謝を。
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川上敬二郎　塩田アダム　廣瀬誠ほか取材班
TBS『報道特集』「『円安、物価高で生活困窮者は？』など一連の特集」
コロナ禍やロシアのウクライナ侵攻による物価高騰で生活苦にあえぐ人たちが増えている。支援団体による食料配付の列は長くなる一方で
最近は若者や女性も目立つ。「報道特集」は、非正規で働く人や母子家庭など景気動向に左右されがちな人々への視座を忘れず、当事者目
線で伝え続けている。雇い止めで収入がない、携帯電話を止められて仕事探しもできない、バイトの激減で大学生活に支障が出ている学生
など、様々な実態を映像でリアルに伝えている。ほかにも教員の過重労働、マスク着用の広がりで口元を読み取れずに新たな困難さに直面
する聴覚障害者など、「少数者」への眼差しを忘れない。徹底した現場主義に基づく報道には敬意を表したい

清川卓史（朝日新聞）
朝日新聞「『カードで借金』『母の介護費が』国の貸付、借り切っても苦境」など、コロナ
特例貸付、生活保護問題などの一連の報道
コロナ禍で生活に困窮する人が続出したが、生活保護の利用は伸びず、コロナ特例貸付の利用が激増した。記者は、特例貸付を限度額まで
借り切った後の人を、早い時期から取材し、苦境から抜け出せない人が多いことに警鐘を鳴らした。その後も、住民税の課税ラインをわず
かに上回るボーダー層が、非課税世帯向けの給付も受けられず、特例貸付の返済開始が迫る中で償還免除の対象にもならずに追い詰められ
ている実態や、全国の都道府県社協への調査により免除申請が貸付総数の3割超にのぼることをいち早く明るみに出した。こうした報道に
より、生活保護の一歩手前の支援制度の欠如、最後の安全網であるはずの生活保護の機能不全といった社会保障制度の構造的欠陥を浮かび
上がらせた。ほかにも、ペットと困窮、広がる学生向け食料支援、困窮世帯に多いヤングケアラー問題など、貧困の実態を様々な角度から
社会に伝え、人間の弱さや、現場で力を尽くす人たちに温かい視線を注ぐ報道に、多くの人が励まされてきたことと思う。

「賃金上昇とストライキ」（弁護士　髙木太郎）　
今朝、NHKのラジオ放送を聞いていたら、日本はストライキがないから賃金が上がらない。
欧米のようにエッセンシャルワーカー（医療従事者や教員）が、社会的正義の実現（医療体制の充実や少人数学級の実現など）と合わせて
賃上げを求めてストライキをやれば社会の理解も得られていいのではないか、という趣旨の話がされていました

へー、NHKがこんなことを言うんだと思って聞いていたら、発言者は「人新生の『資本論』」で有名な齋藤幸平東大准教授でした。
まったく、その通りだと思うのですが。

弁護士　髙木　太郎　
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「新国立競技場を走る」（弁護士　鴨田　譲）
早稲田大学ＯＢによる早稲田駅伝という駅伝大会があり、私も過去３度参加していますが、ここ２年はコロナの影響で中止されていました。

ですが、先日３年ぶりに開催されました。会場は新しくなった国立競技場です。

国立競技場のトラックを走る機会は滅多にないと思うので貴重な経験ができましたし、１箇所に１０００人以上集まるイベントに参加した
のも久々でしたので楽しめました。

また機会があれば参加したいと思います。

弁護士　鴨田　譲

年賀状（弁護士　梶山　敏雄）
毎年の年賀状のやり取りも少々くたびれる年齢となりました。
今年届いた年賀状の中に、加須市の小坂徳蔵議員から「４月に市議選がありますが立候補しないで勇退します。これまで１２期・４８年間
努め、議員活動が人生でした」とありました。
私は今年が弁護士生活４５年目であり、弁護士になった当初から何の事件がきっかけであったか忘れてしまいましたが、小坂さんからはこ
れまで何十件もの相談・事件の紹介依頼が続いていました。私より多分年齢は少し下だと思いましたが当時から背が高くイケメン共産党議
員でした。
何にせよ４８年間１回も選挙落選がなく議員活動を続けるというのは本当に大変な努力があったと思います。
ご苦労様、お疲れ様でした。

（弁護士　梶山　敏雄）
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1/29集会「ベーシック・サービスで自己責任社会を転換する～
スウェーデンにおける生活保障の仕組み、ヨーロッパの自治体の
ミュニシパリズム運動に学ぶ～」
　公正な税制を求める市民連絡会が設立して７年になります。

　この間、私たちは、誰もが人間らしく生きることができる社会への転換が必要であり、そのためには、教育、子育て、介護などの人々の
普遍的・基礎的ニーズの充足（普遍主義によるベーシック・サー  ビスの拡充）、不公正な税と社会保険料負担のあり方の是正、これらに
より、税と社会保障による所得再分配機能を抜本的に強化して、自己責任社会から脱却すべきことなどを訴えてきました。

　しかし、コロナ禍で、貧困・格差は一層拡大し、社会の分断・対立が深刻化しています。また、政府は、防衛費を大幅に拡充し、
２０２３年度からの５年間で総額４３兆円とし、２０２７年度にはＧＤＰ比で２％とする方針を打ち出しています。
　このままでは、限られた予算の中で、社会保障費はこれまで以上に圧縮され、ベーシック・サービスの拡充にはほど遠く、貧困・格差や
分断・対立の拡大等、危機は深まるばかりです。

　私たちは、今、大きな視点で、この国が中長期で進むべき方向を議論するとともに、私たちの足元の地域から、市民の連帯と協働の取組
を拡げていくことが重要だと思います。

　そこで、本集会では、ベーシック・サービスが充実し、政府への信頼や人々の幸福度が高い、高福祉国家スウェーデンの生活保障の仕組
みや、ヨーロッパ各地で拡がっている住民主体の街づくり（ミュニシパリズム）について報告いただき、自己責任社会転換の方策、地域か
らの取組について考えます。ぜひ、ご参加ください。

【日時・場所等】

日時：２０２３年１月２９日（日）１３時～１６時３０分（７周年記念集会）
　　　なお、集会に先立ち、１２時４０分～１２時５５分まで公正な税制を求める市民連絡会の総会を開催します。

場所：主婦会館プラザエフ８階　パンジー
　　　JR「四ツ谷駅」 麹町口 徒歩1分　アクセスはこちら

方式：リアル＆オンライン（Zoomウェビナー）
＊なお、会場でのリアル参加は、申込み先着４０名とさせていただきます。

参加資格：どなたでも参加できます。下記からお申込みください。

【内容】

１　開会あいさつ

https://saitamasogo.jp/archives/90204
https://saitamasogo.jp/archives/90204
https://saitamasogo.jp/archives/90204
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　　宇都宮健児（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会・共同代表）

２　税と社会保障に関する当事者報告
　　大内裕和（奨学金問題対策全国会議共同代表・武蔵大学人文学部教授）
　　山本淑子（全日本民主医療機関連合会　事務局次長）
　　小泉なつみ（ライター・STOP！インボイス）

３　基調講演
　　伊集守直（横浜国立大学教授・スウェーデン財政研究）
　　「スウェーデンにおける生活保障の仕組みに学ぶ～住民主体の自治体づくりを目指 して」

４　パネルディスカッション
　　（パネリスト）
　　　伊集　守直（横浜国立大学教授・スウェーデン財政研究）
　　　内田　聖子（ＮＰＯ法人アジア太平洋資料センター（ＰＡＲC)共同代表。杉並区民。岸本聡子杉並区長選対本部長）
　　　宇都宮健児（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会・共同代表）
　　（コーディネーター）
　　　猪股　　正（弁護士。公正な税制を求める市民連絡会・事務局長）

５　閉会あいさつ

【お申込み】
　次のURLまたはQRコードからお申込みいただけます。
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_DOgWZ76OR5S9OJex1-ZzBQ

（参加用ＱＲ）
　お申し込みご登録後参加に関する確認のメールが届きます。
　資料のダウンロード用のURLは申込み後、別途メールにてご案内します。

【参加費】
◎カンパ（1口1000円）のお願い
　ご参加は無料です。カンパにご協力いただけますと助かります。

https://er-web.ynu.ac.jp/html/IJU_Morinao/ja.html
http://www.parc-jp.org/guidance/guidance_01.html
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　（振込先）
　　ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
　＊　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
　＊　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

【主催】
　公正な税制を求める市民連絡会
　◎お問い合わせ先：公正な税制を求める市民連絡会事務局
　　〒330-0064　 さいたま市浦和区岸町７－１２－１　東和ビル４階　埼玉総合法律事務所
　　　　　　　　　弁護士 猪 股 正　　　電話048（862）0355　FAX048（866）0425

【コラム】幸福を願う（弁護士猪股正）
　２０２３年、埼玉総合法律事務所は開所５０周年を迎える。気付けば、入所後、その歴史の過半を超える月日が経った。私のような者を
受け容れてきてくれたこの事務所の懐の広さに感謝するばかりだ。

　コロナ禍が急来したこの３年間も、事務所の大会議室を利用させてもらい、臨時電話回線を引き、全国一斉電話相談会の埼玉の拠点とし
て、計１７回、合計１万５０００件以上の相談に全国連携で対応した。法律家のほか、労働、医療、こころ、生活支援の専門家など延べ約
５００人が参加し、コロナ禍を乗り越えて、地域での協働の取組を続けることができた。

　毎回、１２時間、電話に向かい続けた。低年金や無年金で、生活が立ちゆかないという高齢の人からの相談が多い。「仕事もなく、生き
る目標もない。明日死んでもいい。」「餓死・孤独死が自分に近付いていると思う。」「これで最後と思い電話しました。」。ニュースが
映し出す全国旅行支援や年末年始の賑わいとは隔絶した現実。高度経済成長～バブルの崩壊～リーマンショックなどの社会変動を生き抜き、
高齢となった今、孤立し生きる意味を感じられない社会。自己責任の名のもとに競争を強いられ、生まれた家の経済力が人生を大きく左右
し、失敗すればやり直しがきかない社会。人間として生きる意味や幸福を求めることが一部の幸運な者の手にしか渡らない社会。こんな理
不尽な社会のままなら、外から攻撃されるより先に、内部から崩れていく。

　５０年を振り返り、自分、事務所、地域、この国の未来を考え、何ができるかをあきらめずに考え続ける１年を歩みたい。

弁護士　猪股　正

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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【コラム】奨学金保証人訴訟（弁護士鴨田譲）
日本学生支援機構の奨学金は、借りる際に人的保証を選択した場合、連帯保証人と保証人の2人を付ける必要があります。
この場合、民法上、連帯保証人は奨学金全額の支払義務を負いますが、保証人は半額しか支払義務を負いません（「分別（ぶんべつ）の利
益」と呼ばれます）。
しかし、機構はこれまでに保証人に対し半額でなく全額を支払わせていたことが分かり、2019年5月、札幌地裁と東京地裁で各2名の
原告が払いすぎた奨学金の返還等を求める裁判を起こしました。
2021年5月には、札幌地裁で過払金元金の返還を認める判決が下され、2022年5月の札幌高裁では、機構を「悪意の受益者」と認
定し、過払金元金に加え利息も付した返還を命じました。

これを受け、機構は上告を断念し、半額以上の支払をした本件原告以外の保証人に対しても利息を付けて過払金の返還をすることになりま
した。
その後の2022年10月、東京地裁では和解が成立しました。
この和解では、保証人への返金通知書には理解しやすい平易な説明を行うこと、機構がデータを消去した場合であっても丁寧な対応に努め
ること、今後機構は保証人に対して半額を超える額を請求しないことなどを機構が約束しています。

機構については、今回のような誤りが発生した原因を十分に調査してもらいたいですが、元を辿れば機構奨学金の保証制度自体に問題があ
りますので、人的保証は速やかに廃止し、将来的には機関保証も廃止する必要があると思います。

弁護士　鴨田　譲

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

「輪投げ」（弁護士　鴨田　譲）
生後５ヶ月になる娘がおじいちゃんおばあちゃんから輪投げのおもちゃを買ってもらいました。

かわいらしいおもちゃと思いましたが、これを遊ぶには、

①投げ輪をつかむ
②つかんだ投げ輪を投げる
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③投げ輪を棒に通すというルールを理解する
④棒に通るような力加減で投げ輪を投げる

という高度な理解と動作が必要なことに気づきました。
娘はまだ①投げ輪をつかむことしかできませんが、④に到達できるまでただ見守ります。

弁護士　鴨田　譲

全国一斉１２／１７「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらし
を守るなんでも電話相談会第１７弾」フリーダイヤル【拡散希望】
「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第１７弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
　２０２０年４月に緊急事態宣言が初めて発令されてから２年半以上が経過し、入国制限の緩和、全国旅行支援の延長など経済再生の方策
が進められています。
　しかし、なお、コロナ禍は収束せず、現在、第８波が到来中とされ、失業から抜け出せない人や、利用可能な支援策の終了等により追い
詰められる人が後を絶たず、特例貸付の利用者については、来年１月の償還開始前からすでに破産申立等が急増しています。物価が急騰す
る中、本電話相談には物価高で生活できないという声が多数寄せられるようになっており、東京都では、水道の給水停止件数が、今年度、
９月末までの半年間で約９ 万件となり、例年の 年間１０万５０００件弱から倍増するペースとなっており、生活に困窮して年を越すの
も困難な方々が増加しています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第１７弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　１２月１７日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・社会福祉協議会の特例貸付（緊急小口資金・総合支援資金）の返済ができない。
・物価高騰で生活難
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・使える支援制度がなくなり、借金や家賃の滞納で困っている。
・水道代滞納で、水道を止められた。
・生活費を支援する制度について知りたい。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンの返済に困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

全国「１９会場」では、フリーWi-Fiスポットからの「つながる電話WEB」にも対応します。

●つながる電話WEB（ウェブアプリ）
https://pub.oden.works/#/

●利用方法
①上記のウェブアプリにアクセスしたあと、発信コード入力→電話アイコンタップか
②それぞれの専用URL（  https://pub.oden.works/#/  に下記発信コードをつなげたURL）からアクセ
ス→電話アイコンタップ
（例：東京：https://pub.oden.works/#/1217tok ）
で通話頂けます。

●発信コード
北海道：1217hok
岩手：1217iwa
秋田：1217aki
福島：1217fuks
群馬：1217gun
埼玉：1217sai
千葉：1217thib
東京：1217tok
神奈川：1217kan

https://pub.oden.works/#/
https://pub.oden.works/#/
https://pub.oden.works/#/1217tok


福井：1217fuki
愛知：1217ait
滋賀：1217shi
京都：1217kyo
大阪：1217osk
兵庫：1217hyog
岡山：1217okay
広島：1217hir
徳島：1217toks
福岡：1217fuko

【寄付のお願い】
この電話相談会は、フリーダイヤルの通話料等で、毎回、５０万円程度の開催経費がかかっていますが、多くのみなさまの寄付に支えられ
て継続的に実施できおり、心より感謝申し上げます。
寄付口座は次のとおりですので、ご協力いただけますと幸いです。

百五銀行　橋南支店
普通預金　504273
コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守る相談会代表田中武士

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

【協力】反貧困ネットワーク

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://hanhinkonnetwork.org/


【相談無料・予約不要】12/27（火）年末なんでも相談会の
お知らせ
法律、生活、健康、労働などで、困っていることはありませんか？

【相談例】
・コロナ特例貸付、銀行ローンなど借金の返済ができない。
・物価高騰で生活困難。
・水道を止められた。
・生活保護を利用するには？
・解雇。雇い止めされた。
・休業手当が払われない。
・生活費を支援する制度について知りたい。
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持ちがある。
etc…
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相談員には弁護士、司法書士、社会福祉士、精神保健福祉士などがいます。
一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

先着400名様に食料を無料で配布します。
申し込みは不要ですので、当日直接ご来場ください。

◆日時：2022年12月27日（火）10時～18時

◆場所：フレンディア（川口キュポ・ラ本館4階）←クリックすると地図が出ます

◆申込：申込は不要です。当日、直接会場へご来場ください。

◆主催：年末なんでも相談会実行委員会

◆お問合せ：弁護士　猪股　正　TEL：048-862-0355（埼玉総合法律事務所）

2022年12月27日年末なんでも相談会ダウンロード

http://www.friendia.jp/access.html
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/
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